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n=652

男性

46.6
女性

52.3

その他

0.3

答えたくない

0.5

無回答

0.3
n=652

16～19歳

6.0

20～29歳

9.5

30～39歳

8.6

40～49歳

16.4

50～59歳

14.7

60～69歳

17.6

70歳以上

27.0

無回答

0.2

n=652

迅速で円滑な支援物資や備蓄品の供給

行政や自衛隊等の災害対応拠点の確保

長期避難生活を送る施設の開設

一時的な避難施設の開設

ボランティアの活動拠点の確保

その他

無回答

79.0

58.4

49.4

48.8

20.9

2.9

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 市民アンケート結果 

 アンケート調査概要 

調査対象：苫小牧市に居住している 16歳以上の 2,000人 

調査期間：令和５年７月 24日～８月 20日 

調査方法：郵送配布、郵送回収又は Web回答 

回 収 数：654票（回収率 32.7％）※うち無効票２票 

 

 アンケート回答者属性 

・回答者は男性 46.6％、女性 52.3％と、男女それぞれの意見をほぼ同じ割合である。 

・10～20 歳台は 15.5％、50 歳以上は 59.3％であり、年代別人口構成比(R２国調)の 14.7％、

55.6％と概ね近い割合となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大規模災害時に必要な対応 

・大規模災害発生時、市民の暮らしを守るためには、「支援物資や備蓄品を素早く市民に供給す

る体制」の整備が求められている。 
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n=652
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中央部地域・

線路より南側
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東部地域・

線路より北側
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東部地域・

線路より南側

4.1

その他

9.8

無回答
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n=652

地域コミュニティの場

スポーツ施設

イベントや催し物の場

公園

防災に関する知識を学べる施設

観光施設

その他

無回答

56.7

48.5

40.0

38.7

38.0

13.3

3.5

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

 

 災害時活動拠点の整備位置 

・望ましい大規模災害時の活動拠点位置は、「中央部地域の北側（線路より北側）」のエリアが

最もニーズが高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 災害時活動拠点の平常時利用ニーズ 

・災害時の活動拠点を整備する場合、日常的な利用方法として「地域コミュニティの場」や「ス

ポーツ施設」のニーズが高かった。 

・回答数の多い 60 歳台以上の影響を受け、「地域コミュニティの場」のニーズが最も高くなっ

た。 
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n=652

プライバシー保護

感染症対策

携帯充電器

情報収集機能(テレビ・ラジオ)

育児環境(夜泣き、食事・授乳等)

インターネット環境

ペット受入環境

その他

無回答

67.0

49.5

41.3

38.5

35.4

26.2

22.5

2.1

2.3

0% 20% 40% 60% 80%

n=652

防災グッズや食料・飲料等の準備

ハザードマップや避難経路等の確認

家具転倒防止対策

家族と災害時の行動や連絡体制の確認

防災情報の取得(メール・ＬＩＮＥ登録等)

小型発電機など電力の確保

町内会活動への参加

防災訓練への参加

建物の耐震化

特に何もしていない

その他

無回答

50.5

39.0

31.6

26.5

26.1

9.8

8.4

7.1

5.8

17.3

0.6

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

 

 避難施設に求める機能・対応 

・避難施設には、「プライバシー保護」への対応を求める意見が最も多かった。 

・新型コロナウイルス感染症を受け、「感染症対策」を求める意見が２番目に多かった。 

・「プライバシー保護」「感染症対策」ともに、収容人数に応じて一定程度の施設規模が必要と

なる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 防災対策 

・「防災グッズや食料・飲料品等の準備」が 50.5％と約半数の人が行っている。 

・防災対策を「特に何もしていない」と回答した人は、17.3％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



4 

防災施設の整備

(n=652)

災害情報や防災・減災対策に関する情報発信

(n=652)

避難経路の整備や案内

(n=652)

災害弱者（子どもや高齢者等）の避難支援体制

(n=652)

地域コミュニティの構築

(n=652)

防災訓練等の実施

(n=652)

苫小牧市全体の防災・減災対策【総合評価】

(n=652)
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7.4

10.0

9.7
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23.8

21.3

16.1

22.1

20.7

22.7

17.8

19.6

22.2

20.6

18.7

18.4

19.6

10.7

12.1

12.7

17.8

15.6

17.2

15.0

36.3

24.8

25.3

33.9

31.4

29.4

24.5

1.8

2.6

2.6

3.7

3.4

2.6

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分 どちらかと言えば十分

どちらでもない どちらかと言えば不十分

不十分 わからない

無回答

 

 苫小牧市の防災・減災対策の評価 

・本市の防災対策については、各項目で「わからない」が最も多かった。市民の避難行動に関

係する項目は周知を強化する必要がある。 

・不十分(不十分+どちらかと言えば不十分)の割合が十分(十分+どちらかと言えば十分)よりも

高く、引き続き防災対策の推進が求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 防災拠点等の整備に関する主な自由意見 

・町内会館に物資を配置できる所を設けてほしい。 

・駅前の再開発として防災の拠点地としてほしい。 

・本部が苫小牧中央 IC付近であれば活動しやすいかもしれないが、横長の市であるので苫小牧

西 IC、苫小牧東 IC付近にも支部があれば支援がスムーズにいき渡るかもしれない。 

・細長い街並なので、支援物資保管拠点の設置や輸送路の確保が重要。 

・避難できる高い建物がほしい。 

・津波がきた際に住民が集中しそれだけのキャパがあるのか不安である。大規模な避難場所が

あると安心して暮らすことができる。 
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 住民懇話会結果 

 第 1回住民懇話会結果 

(1) 実施概要 

苫小牧市防災まちづくり基本構想のとりまとめにあたって、新たな防災拠点等に必要な機能

や仕組みを抽出する上で、第 1 回住民懇話会では、地域が抱える災害発生時の課題や平成 30年

北海道胆振東部地震時の課題や教訓をワークショップ形式で議論した。 

 

(2) 第 1回住民懇話会の目的 

・地域が抱えるリスクの把握・共有 

・北海道胆振東部地震における教訓の把握・共有 

 

(3) 日時・場所 

地域住民を対象に住民懇話会を開催するため、比較的参加しやすい平日の夕方に実施した。 

日時：令和 5年 8月 3日 18時～20時 

場所：苫小牧市役所 2階 21会議室 

 

(4) 参加者 

苫小牧市全域における新たな防災拠点に係る意見を収集するため、平常時より防災活動に従

事している組織を対象に実施した。 

防災ボランティア、自主防災組織、消防団 合計 29名 

※1班あたり 5,6人でワークショップを実施 

 

(5) プログラム 

No 時間 実施内容 

1 18時 30分 ■開会挨拶 

2 18時 35分 ■情報提供 

苫小牧市において想定される被害 

3 18時 45分 ■情報提供 

北海道胆振東部地震における課題・教訓 

4 18時 55分 ■ワークショップ 

①地震時、洪水時に自宅からの避難路 

 避難する際の課題 

（例 避難所までの距離、避難した後の避難所の状況（寒

さ対策や備蓄品の数量、スペース）） 

②胆振東部地震の際にみなさんの体験や人から聞いた話等

で防災の課題 

③地域が抱える防災上の課題（25分） 

5 20時 25分 ■今後のスケジュール 
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(6) 実施状況 

 

   

   

 

(7) 配布資料 

地域住民が住民懇話会の開催趣旨、実施概要を理解して、事前準備を行った上で住民懇話会に

参加できるよう事前配布用の資料も作成した。 

配布した資料一覧及び資料の一部抜粋を示す。 

 

資料区分 資料番号 資料名 

事前配布 ― 住民懇話会の開催概要 

当日配布 資料 1 次第 

資料 2 第 1回住民懇話会説明資料 

資料 3 樽前山火山災害ハザードマップ 

資料 4 苫小牧市マップ 
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●事前配布資料 
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●次第 
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●第 1回住民懇話会説明資料 
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●樽前山火山災害ハザードマップ 
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●苫小牧市マップ 
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(8) ワークショップにより抽出した主な地域住民の意見  

ワークショップにより抽出した主な意見を避難、拠点、防災体制、要配慮者、備蓄、防災情報、

ライフラインの 7つの観点に区分して整理した。 

① 避難に係る課題 

・津波避難の三原則等を知らないために適切な避難行動をとれない人がいる。 

・災害の特性を理解していないために適切な避難行動をとれない人がいる。 

・南側の津波想定浸水域から北側に避難する際に踏み切りを渡る必要がある。 

・東西に大通りが整備されているため、津波想定浸水域外へ避難できるか不安である。 

・避難所が不足している。 

② 拠点に係る課題 

・避難所に必要な支援物資が届かなかったため、物資の運搬を管理する拠点が必要である。 

・物資の運搬拠点は、東西への運搬距離も踏まえて中央ＩＣ付近に整備する必要がある。 

・緊急消防援助隊の活動拠点が津波想定区域に立地している。 

・地元消防団の詰め所が津波想定区域に立地している。 

③ 防災体制に係る課題 

・自治体間の連携がとれているか課題がある。 

・応援に入ってくる行政職員が円滑に動けるか不安がある。 

・宿泊施設等の確保にあたってはホテルやフェリー等の地元企業との体制構築が必要である。 

④ 要配慮者に係る課題 

・要配慮者を支援する組織が少ないため、組織の育成が必要である。 

・要配慮者と地域とのつながりを確保するための取り組みが必要である。 

⑤ 備蓄に係る課題 

・地域の実情（子育て世帯が多い、高齢者が多い）に応じた備蓄品を準備する必要がある。 

・胆振東部地震は 9月であったが、冬季の発生を想定すると寒さ対策の備蓄が必要である。 

・近くに避難所がないエリアの避難先によっては備蓄品が不足することが懸念される。 

⑥ 防災情報に係る課題 

・停電や断水に係るデマ情報が多かった。 

・防災情報無線が聞こえにくかった。防災情報無線が聞こえないエリアがあると考えられる。 

・在宅避難者と避難所避難者に防災情報の格差問題が生じる。 

⑦ ライフラインに係る課題 

・停電の復旧順序が異なっていたため、順序を踏まえた計画づくりが必要である。 

・避難先に携帯電話等を充電するための充電機能が必要である。 

・災害対応を担う資機材の動力源となる燃料が必要である。 
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(9) 巻末 

巻末資料として、ワークショップの際に各班が作成したワークシートを示す。 
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●2班 
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●6班 
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 第２回住民懇話会結果 

(1) 実施概要 

苫小牧市防災まちづくり基本構想のとりまとめにあたって、新たな防災拠点等に必要な機能

や仕組みを抽出する上で、第 2回住民懇話会では、第 1回住民懇話会の実施結果を踏まえ地域が

抱える課題を拠点によりどのように解決するのか方向性をワークショップ形式で議論した。 

 

(2) 第 2回住民懇話会の目的 

・拠点に必要となる機能、仕組みの把握・共有 

・苫小牧市が取り組むべき方向性の把握・共有 

 

(3) 日時・場所 

地域住民を対象に住民懇話会を開催するため、比較的参加しやすい平日の夕方に実施した。 

日時：令和 5年 10月 10日 18時 30分～20時 30分 

場所：苫小牧市役所 2階 21会議室 

 

(4) 参加者 

苫小牧市全域における新たな防災拠点に係る意見を収集するため、平常時より防災活動に従

事している組織を対象に実施した。 

防災ボランティア、自主防災組織、消防団 合計 30名 

※1班あたり 5,6人でワークショップを実施 

 

(5) プログラム 

No 時間 実施内容 

1 18時 30分 ■情報提供 

住民懇話会の目的、本日の流れ 

2 18時 35分 ■情報提供 

課題とりまとめ結果の共有 

3 18時 45分 ■ワークショップ 

①災害時に必要な拠点機能等 

②平常時に有効活用される機能 

 

4 20時 25分 ■今後の進め方 
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(6) 実施状況 

   

   

 

(7) 配布資料 

地域住民が住民懇話会の開催趣旨、実施概要を理解して、事前準備を行った上で住民懇話会に

参加できるよう事前配布用の資料も作成した。 

配布した資料一覧及び資料の一部抜粋を示す。 

 

資料区分 資料番号 資料名 

事前配布 ― 住民懇話会の開催概要 

当日配布 資料 1 次第 

資料 2 第 2回住民懇話会説明資料 

資料 3 苫小牧市マップ 

参考資料 1-1 第 1回住民懇話会実施結果 

参考資料 1-2 第１回住民懇話会意見と考えられる対応等 

参考資料 2 アンケート結果概要 
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●事前配布資料 
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●次第 
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●第 2回住民懇話会説明資料 
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●苫小牧市マップ 
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●第 1回住民懇話会実施結果 
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●第 1回住民懇話会意見と考えられる対応等 
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●アンケート結果概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



28 

 

(8) ワークショップにより抽出した主な地域住民の意見  

ワークショップにより抽出した主な意見を避難、拠点、防災体制、要配慮者、備蓄、防災情報、

ライフラインの 7つの観点に区分して整理した。 

① 避難の課題を解決するための機能・仕組み 

・いのちを守ることが必要となるため、避難行動に係る防災教育機能（学習施設・訓練施設） 

・土地勘のない観光客でも避難できるように、ランドマーク機能 

② 拠点の課題を解決するための機能・仕組み 

・自衛隊や消防等の駐車スペース等の滞留機能 

・駅前の開発と併せて地域の賑わいを創出するため、苫小牧駅を中心とした拠点整備、仕組み

づくり 

・苫小牧中央 ICだけでなく東部・西部へのアクセス性も踏まえた拠点整備、仕組みづくり 

・ボランティア等は、JR を利用してくる可能性もあるため、苫小牧駅を中心とした拠点整備、

仕組みづくり 

・地域の特性に応じた拠点機能の整備（東部→子育て世代への対応、西部→高齢者への対応） 

③ 防災体制の課題を解決するための機能・仕組み 

・防災拠点で先進的な取り組みや訓練等を行い、地域の拠点でも模倣できるような仕組みづく

り 

・必要な手当てを円滑に受けられるように拠点と医療機関の連携、連絡機能、仕組みづくり 

④ 要配慮者の課題を解決するための機能・仕組み 

・要配慮者と交流できる機能 

・要配慮者の避難行動を支援できる機能（リヤカーの備蓄等） 

⑤ 備蓄の課題を解決するための機能・仕組み 

・安心して避難所生活が送れるように食堂・調理機能 

・平時から備蓄品や数量を把握できるようにするため、備蓄品を活用した収納競争等ができる

仕組み 

・大型機械やその燃料等町内会では備蓄できない資機材の備蓄機能 

⑥ 防災情報の課題を解決するための機能・仕組み 

・情報を取りに行かなくても取得できる取り組みとしてバイクを活用した情報ボランティアの

導入を踏まえた仕組みづくり 

・各避難所にどの程度避難しているか拠点間の連絡ができる仕組みづくり 

⑦ ライフラインの課題を解決するための機能・仕組み 

・停電時でも利用可能な発電機能 

・衛星電話等の拠点間の連絡に必要な機能 
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(9) 巻末 

巻末資料として、ワークショップの際に各班が作成したワークシートを示す。 
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●2班 
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●3班 
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●4班 
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●5班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●6班 
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 第３回住民懇話会結果 

(1) 実施概要 

苫小牧市防災まちづくり基本構想のとりまとめにあたって、これまで議論してきた地域の課

題や防災拠点に必要な機能及びそれらを踏まえて設定した防災まちづくり基本構想に示す基本

理念、基本方針に係る意見交換を行った。 

 

(2) 第 3回住民懇話会の目的 

・第 2回住民懇話会で議論した防災拠点に必要な機能のとりまとめ結果の共有、意見交換 

・防災まちづくり基本構想に示した基本理念、基本方針の共有、意見交換 

 

(3) 日時・場所 

地域住民を対象に住民懇話会を開催するため、比較的参加しやすい平日の夕方に実施した。 

日時：令和 5年 12月 22日 18時 30分～19時 30分 

場所：苫小牧市役所 2階 21会議室 

 

(4) 参加者 

防災まちづくり基本構想の基本理念や基本方針に係る意見を収集するため、平常時より防災

活動に従事している組織を対象に実施した。 

防災ボランティア、自主防災組織、消防団 合計 26名 

※1班あたり 5,6人で意見交換を実施 

 

(5) プログラム 

No 時間 実施内容 

1 18時 30分 ■情報提供 

住民懇話会の目的、本日の流れ 

2 18時 35分 ■情報提供 

第 2回住民懇話会における実施結果の共有 

3 18時 45分 ■苫小牧市防災まちづくり基本構想（素案）（意見交換） 

①第 2回住民懇話会の実施結果（防災拠点に必要な機能） 

②防災まちづくり基本構想に示す基本理念 

③防災まちづくり基本構想に示す基本方針 

4 19時 25分 ■今後の進め方 
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(6) 実施状況 

 

   

   

 

(7) 配布資料 

地域住民が住民懇話会の開催趣旨、実施概要を理解して、事前準備を行った上で住民懇話会に

参加できるよう事前配布用の資料も作成した。 

配布した資料一覧及び資料の一部抜粋を示す。 

 

資料区分 資料番号 資料名 

事前配布 ― 住民懇話会の開催概要 

当日配布 資料 1 次第 

資料 2 第 3回住民懇話会説明資料 

資料 3 第 3回住民懇話会意見調査票 

参考資料 1 第 2回住民懇話会実施結果 

参考資料 2 苫小牧市防災まちづくり基本構想（素案） 
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●事前配布資料 
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●次第 
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●第 3回住民懇話会説明資料 
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●第 3回住民懇話会意見調査票 
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●第 2回住民懇話会実施結果 
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●苫小牧市防災まちづくり基本構想（素案） 
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(8) 意見交換結果のとりまとめ 

各班で防災まちづくり基本構想に係る意見交換を実施後に、代表者が意見交換の内容を発表

した。各班の発表概要を整理した。また、資料 3意見調査票により、第 3回懇話会実施後に収集

した意見も併せて整理した。 

 

 

No 班 第 3回懇話会における意見 

１ １ 基本方針 1 の総合体育館を整備について、駅前を対象エリアに含めると浸水深が

1m-3mの地域となるため、防災拠点の強化につながるのか疑問がある。 

２ １ 基本方針 4 地域防災力の向上について、学校で津波避難 3 原則を勉強させること

が長期的には苫小牧を守っていく世代の育成につながるため、教育委員会と危機

管理室が連携することが必要である。 

３ １ 基本方針 3,4について、市内・市外における災害ボランティアの受入が記載されて

いるが、地域で平常時から活動している「ボランティアの活用」に言及してはどう

か。 

４ ２ 基本方針 1防災拠点の機能強化について、p.37では救援・救護対策とあるが、p.38

ではあまり記述されていないため、救援・救護対策を詳述する必要がある。 

５ ２ 基本方針 4 地域防災力の向上について、自主防災組織の周知活動があまりされて

おらず、人手不足であるため、周知活動をしていただき、1班であがった意見と同

じになるが、自主防災組織の活用につなげてほしい。 

６ ２ 減災というワードが基本方針にはいっていないので、防災というワードと区分し

てキーワードとして追加すると良い基本方針になると考えている。 

７ ３ 苫小牧市の特徴として、大きな企業がり、これから進出してくる企業も想定される

ため、企業間連携について、もう少し言及する必要がある。 

８ ３ 他の土地から新規に苫小牧市に入ってくる人もいるため、これからの防災活動を

周知する取り組みを実施してほしい。 

９ ４ 4班では基本構想に係る意見はでなかった。基本構想に示される防災拠点の考え方

等を確認した段階である。 

10 ５ 基本理念はこれまで議論してきたことが網羅されているという意見であった。 

11 ５ 防災拠点については、東地区から交通網を含めて箱物の拠点づくりが必要という

意見であった。 

12 ６ 防災拠点の場所については、まだ考える余地があると思う。その他の基本構想の内

容については、実施できれば素晴らしい内容になると思う。 
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No 班 第 3回懇話会後の追加意見 

13 - 総合体育館の拠点化について、災害直後から多くの支援物資を運びこまなければな

らない、長期にわたって災害拠点として活動していく場所であることから浸水地域

にあることは課題が多いと考える。交通アクセス面、人や物資を運ぶ上での大量の

車両駐車スペース等を考えると緑ヶ丘講演を整備する方針が良いと考える。現状の

備蓄倉庫や救援物資総合センターの多くが浸水地域となっているため、分散が必要

である。 

14 - 基本方針 2人的ネットワーク体制の構築について、食事をつくるボランティアを飲

食店で働く調理人から募集することを提案した。イタリアではプロの料理人がボラ

ンティア登録し、メニューを一元化して考えて調理するので、同じメニューが続か

ない。 

15 - 防災教育や避難行動の観点から学校を防災教育の中心として考えることが急務で

ある。学校は未来の防災を担うこどもが集う場所であり、地域住民も集える場所で

ある。そこで平時から防災を考える拠点とすることが必要である。 

16 - 基本方針 4について、防災教育は住民の思いだけでは体系的に動けないため、学校

と地域が連携した防災教育カリキュラムを学校独自で進めることが必要である。

（教育委員会と危機管理室の連携） 

17 - 課題については第 2回懇話会の内容が十分に反映されていると思う。 

18 - 基本理念・基本方針について、これまでの懇話会の内容が適切に反映されていると

思う。 

19 - 基本構想の内容は、豊富で期待できるものとなっているが、どの程度具現化するか

楽しみである。 

20 - 防災拠点を総合体育館として、駅周辺の整備する場合、浸水域となるため、かさ上

げが必要と考えられる。 

21 - 苫小牧市は東西に長くほとんど海岸線であるため、2～3 か所の避難タワー等が必

要と思われる。 

22 - ①P8  表の 10.11について、被害想定項目が同じで違いがわからない。10は削除

してよいのでは。 

②P12 本部機能の表について、「消防本部（新開町）」の方が場所がわかりやすい 

③P12 物資集積拠点について、P13で救援物資総合センターが記載されているが、

P12の文言に流通備蓄や支援物資の記載がないので入れるべき 

④P14 ライフラインについて、「浄水場排水池及びポンプ場」とあるがポンプ場か

らの運搬は実際ないと思われる一方、ペットボトル水を運搬することも考えられる

ことから「浄水場等」に変えたほうがよい。 

⑤P14 ライフラインについて、「耐震性貯留施設（緊急貯水槽）」とあるが「耐震性

貯留施設ではなく緊急貯水槽と呼ばれるため「緊急貯水槽（耐震性貯留施設）」に

変更すべき。また、２段落目の冒頭も「緊急貯水槽」が望ましい。 
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 第４回住民懇話会結果 

(1) 実施概要 

 第 3回住民懇話会やパブリックコメント等におけるご意見を踏まえて修正した苫小牧市防災まち

づくり基本構想（案）の確認を行った。また、平常時より防災活動に従事している組織の参加者が

中心となるため、地域への防災意識の啓発を目的に津波ハザードマップの見方及び能登半島地震の

状況に係る情報提供を行った。 

 

(2) 第 4回住民懇話会の目的 

・防災まちづくり基本構想（案）のとりまとめ結果の共有、意見交換 

・津波ハザードマップの見方等防災意識の啓発 

 

(3) 日時・場所 

 地域住民を対象に住民懇話会を開催するため、比較的参加しやすい平日の夕方に実施した。 

 日時：令和 6年 2月 20日 18時 30分～20時 00分 

 場所：苫小牧市役所 2階 21会議室 

 

(4) 参加者 

 防災まちづくり基本構想の基本理念や基本方針に係る意見を収集するため、平常時より防災活動

に従事している組織を対象に実施した。 

防災ボランティア、自主防災組織、消防団 合計 22名 

※1班あたり 5,6人で意見交換を実施 

 

(5) プログラム 

  

No 時間 実施内容 

1 18時 30分 ■開会 

■情報提供 

住民懇話会の目的、本日の流れ 

2 18時 35分 ■苫小牧市防災まちづくり基本構想（案）（意見交換） 

・第 3回住民懇話会における実施結果の共有 

・パブリックコメントにおけるご意見と対応の共有 

■苫小牧市における今後の取り組み 

3 19時 00分 ■情報提供 

①苫小牧市津波ハザードマップの見方 

②能登半島地震における状況 

4 19時 55分 ■閉会挨拶 
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(6) 実施状況 

 

■苫小牧市防災まちづくり基本構想（案）に対

する意見の説明状況 

 

 

■質問に対する回答状況 

 

 

 

 

(7) 配布資料 

 地域住民が住民懇話会の開催趣旨、実施概要を理解して、事前準備を行った上で住民懇話会に参加

できるよう事前配布用の資料も作成した。 

 配布した資料一覧及び資料の一部抜粋を示す。 

 

資料区分 資料番号 資料名 

事前配布 ― 住民懇話会の開催概要 

当日配布 資料 1 次第 

資料 2 第 4回住民懇話会説明資料 

参考資料 1 第 3回住民懇話会における意見と対応 

参考資料 2 苫小牧市防災まちづくり基本構想（案） 
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●事前配布資料 
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●次第 
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● 第 4回住民懇話会説明資料 
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●第 3回住民懇話会における意見と対応 
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●苫小牧市防災まちづくり基本構想（案） 
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(8) 防災まちづくり基本構想（案）の確認 

 第 3回住民懇話会における意見と対応の資料説明後に、防災まちづくり基本構想（案）に係る意見

の確認を行った。 

 指摘と回答・対応を以下に示す。 

No 指摘 回答・対応 

1 方針 1について、説明では基本構想の段階で

は拠点候補地域を限定しない方針とのこと

であるが、総合体育館を整備と限定的な記載

となっているため、適切な表現に修正すべき

であると考える。 

新しい防災拠点の整備を検討していること

及びその候補が建て替え予定である総合体

育館であることを適切に表現した文章に修

正する。 

2 避難タワー等が必要と思われるという意見

についても防災まちづくり基本構想（案）に

反映すべきであると考える。 

方針 3 に逃げ遅れた人に対する滞留スペー

ス、避難所等の避難拠点機能を追記する。 
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 パブリックコメント 

 実施期間 

令和 6年 1月 18日～2月 16日（30日間） 

 実施内容 

「防災まちづくり基本構想（案）」に係る内容 

 実施結果 

ご意見 1件 

消防団の役割分担、北海道防災マスターや防災士の有資格者の活用、防災ボランティアの災害

ボランティアセンターや本部への組み込みなど、人的リソースの活用についても考慮する必要

がある。 

 意見に対する対応 

基本方針 4 において、自主防災組織の育成等人的リソースの活用に係る内容を設定している

ため、案と意見との趣旨が同様と回答。 
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 関連計画 

 苫小牧都市再生コンセプトプラン（令和３年３月策定） 

都市再生コンセプトプランでは、苫小牧市のダブルポートシティという特性を生かした各種

成長戦略の方向性が示されている。都市再生のキーワードに Walk、Water、Workを位置づけ、交

流人口の増加を目標に定めている。 

都市再生コンセプトプランの構成要素 

○ウォーカブルなまちづくり 

多機能コミュニティ拠点やワーケーション、ストリート整備、食と文化のまちづくり 

○ウォーターフロントの魅力発信 

ふ頭エリア・漁港エリアにおける新しい空間づくり 

○次世代産業の展開 

新産業の振興、MICE誘致、MaaSによる公共交通ネットワークの維持・強化 

○人材育成・多文化共生 

国際交流の推進、人材活用・育成による次世代産業の創出 

 

 苫小牧駅周辺ビジョン（令和５年３月策定） 

駅周辺のエリアコンセプトを『創造的学びと暮らしが出会う街」と定め、ウォーカブル空間の

創出やエリアマネジメント、防災強靭化等の目標を設定している。 

目指す姿「８つの目標」 

ウォーカブル、エリアマネジメント、新たな産業振興、ゼロカーボン、スマートシティ、 

国際都市、学び・人材育成、防災強靭化 

苫小牧駅周辺ビジョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○防災強靭化 

・安全な駅前避難場所の整備、空き家解消などにより、災害や環境変化などに対する高い対

応力と回復力を持った強靭で持続可能なまちを目指す 
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 苫小牧市公共施設等総合管理計画（令和５年３月改訂） 

本計画は公共施設等の全体の状況を把握するとともに、長期的な視点をもって、市民と行政が

施設に関する課題を共有し、更新・統廃合・長寿命化等を計画的に行うための方針を示す。施設

の統廃合や集約化、および計画的な維持管理による長寿命化を主な方針として位置付けている。 

公共施設等の管理における基本的な方針 

○保有量の適正化 

・公共施設等の総量抑制、施設の統廃合や集約化、複合化の推進 

○運営管理の適正化 

・利用状況や経営コスト等を勘案した適正な水準でのサービスの提供 

・民間活力導入の検討、適切な整備手法や施設規模の設定 

○長寿命化・安全確報の推進 

・公共施設等の長寿命化の推進 

施設類型ごとの管理に関する基本的な方針 

○スポーツ施設 

・人口規模を踏まえて適正な量を維持 

・老朽化が進む総合体育館において、部分的な大規模改修の計画的な実施、施設の長寿命化 

 

 苫小牧市スポーツ施設整備計画（令和３年３月策定） 

市の財政状況や人口動態、利用状況等を長期的な視点から見据え、維持管理及び更新等に係る

総合的なコストを縮減するとともに、予算の平準化を図るため、個別施設の現況を評価し、方針

を設定している。 

個別施設計画 

○総合体育館 

・令和 10年度までは不具合箇所を必要に応じて整備、令和 11年以降、解体・再整備の方針

を定める 

・建設地は市内中心部で検討し、胆振日高地方の中核的施設として建替え 

 

 

 

 

 


